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―
―
実
績
が
好
調
で
す
。

　

鴫
原　

背
景
と
し
て
、
ア

ジ
ア
を
は
じ
め
外
資
系
企
業

か
ら
の
需
要
や
原
料
事
業
が

順
調
に
推
移
し
た
。
ま
た
コ

ロ
ナ
と
の
共
存
意
識
か
ら
外

出
機
会
も
増
加
し
、
国
内
で

も
口
紅
や
チ
ー
ク
を
除
く
メ

イ
ク
ア
ッ
プ
需
要
が
徐
々
に

回
復
し
て
い
る
。

　

今
後
は
コ
ロ
ナ
と
の
共
存

を
踏
ま
え
た
機
能
に
加
え
、

メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
く
若
年
層
の
ニ
ー
ズ
を

捉
え
た
製
品
開
発
に
も
注
力

す
る
。

　

ま
た
環
境
へ
の
配
慮
な
ど

社
会
全
体
の
意
識
が
大
き
く

変
わ
る
中
、
物
事
の
「
有
限

性
」
を
意
識
し
た
事
業
展
開

を
進
め
て
い
く
。

　

商
品
開
発
の
一
例
と
し

て
、
ベ
ー
ス
メ
イ
ク
は
「
崩

れ
に
く
さ
」
や
「
肌
へ
の
や

さ
し
さ
」
な
ど
に
加
え
、
若

年
層
に
刺
さ
る
独
自
の
価
値

を
模
索
し
て
い
る
。
市
場
で

は
有
効
成
分
に
よ
り
「
抗
シ

ワ
」
な
ど
を
訴
求
し
た
製
品

も
多
い
が
、
独
自
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
提
案
し
競
争
環
境
を

自
ら
創
り
出
し
て
い
く
。

　

ま
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で

は
、共
有
デ
ー
タ
ベ
ー
ス「
東

色
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
整
備

し
、
社
内
情
報
を
標
準
化
す

る
。
こ
れ
を
独
自
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「
東
色

プ
リ
ズ
ム
」
へ
活
用
し
、
提

案
力
向
上
と
開
発
の
迅
速
化

に
つ
な
げ
る
。

　

環
境
配
慮
面
で
も
多
様
な

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

る
。
一
例
と
し
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
の

活
用
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の

連
携
に
よ
り
、製
造
時
の「
歩

留
ま
り
」
向
上
を
目
指
す
。

製
造
工
程
や
社
内
の
意
識
を

ひ
と
つ
ひ
と
つ
見
直
し
、
工

程
ロ
ス
や
廃
棄
物
削
減
を
図

っ
て
い
く
。

　

―
―
一
貫
製
造
で
き
る
新

工
場
も
建
設
さ
れ
ま
す
。

　

鴫
原　

新
工
場
で
も
太
陽

光
発
電
活
用
な
ど
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２

削
減
や
、
使
用
水
の
循

環
利
用
を
含
む
環
境
負
荷
低

減
に
寄
与
で
き
る
環
境
を
整

え
る
。
環
境
配
慮
に
加
え
、

省
人
・
省
力
化
の
た
め
の
新

規
設
備
等
の
導
入
に
よ
り
、

生
産
能
力
拡
大
や
製
品
品

質
・
生
産
性
向
上
を
実
現
し

て
い
く
。

　

今
後
に
向
け
新
中
期
経
営

計
画
「
コ
ネ
ク
ト
75
」
を
前

期
よ
り
進
め
て
い
る
。
製
造

や
提
案
を
含
め
、
社
内
外
が

有
機
的
に
つ
な
が
る
環
境
を

整
え
、
事
業
力
の
向
上
を
図

っ
て
い
く
。

　

販
売
チ
ャ
ネ
ル
は
、
国
内

が
オ
ン
ラ
イ
ン
を
中
心
と
す

る
一
方
、
海
外
（
香
港
）
で

は
店
舗
を
中
心
に
展
開
し
て

い
る
。同
シ
リ
ー
ズ
は
現
在
、

発
売
３
カ
月
で
累
計
出
荷
本

数
が
国
内
外
合
わ
せ
４
０
０

０
本
を
超
え
、
売
上
構
成
比

は
国
内
が
６
割
、
海
外
が
４

割
で
推
移
し
て
い
る
。

　

加
藤
真
広
社
長
は
、
好
調

の
要
因
に
つ
い
て
、「
発
売

前
後
に
オ
フ
ラ
イ
ン
で
著
名

な
雑
誌
や
全
国
紙
の
新
聞
等

で
広
く
紹
介
さ
れ
、
比
較
的

短
期
間
に
認
知
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
美

容
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
実

際
に
使
用
し
た
ユ
ー
ザ
ー
や

ネ
ッ
ト
の
ク
チ
コ
ミ
評
価
サ

イ
ト
で
も
高
い
評
価
を
得
た

こ
と
で
、
認
知
向
上
と
売
上

に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
話

す
。

　

販
促
面
で
は
、
美
容
鍼
を

行
う
都
内
の
人
気
整
骨
院
が

施
術
に
取
り
入
れ
、
美
容
に

対
し
て
感
度
の
高
い
消
費
者

に
認
知
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
。
ま
た
、
ブ
ラ

ン
ド
の
世
界
感
を
伝
え
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
と
使
用
方
法
を

解
説
し
た
動
画
を
作
成
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ
フ
ラ
イ
ン

両
方
で
認
知
向
上
に
努
め
た
。

　

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
マ
ス
ク

着
用
に
起
因
す
る
肌
荒
れ
に

対
す
る
ケ
ア
の
需
要
が
高
ま

り
、
美
肌
菌
を
増
や
し
て
皮

膚
常
在
菌
の
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
る
こ
と
で
バ
リ
ア
機
能
が

向
上
す
る
こ
と
が
徐
々
に
認

知
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し

た
市
場
環
境
も
あ
り
、
フ
ロ

ー
ラ
キ
ュ
ア
シ
リ
ー
ズ
を
試

し
、
効
果
を
実
感
し
た
と
の

　

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
を
主
軸
に
Ｏ
Ｅ
Ｍ
事
業
を
手
掛
け
る
東
色
ピ
グ
メ
ン
ト
は
、

２
０
２
１
年
度
の
業
績
が
前
年
比
２
ケ
タ
伸
長
で
推
移
し
た
。
今
後
は
新
た

に
提
案
し
た
概
念
「
東
色
ケ
ア
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
」
を
テ
ー
マ
に
、
製
品
や
人
、

情
報
や
地
球
環
境
な
ど
７
つ
に
配
慮
し
た
事
業
を
展
開
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い

く
。
鴫
原
靖
宏
社
長
に
話
を
伺
っ
た
。

東色ピグメント
２
０
２
１
年
度
は
前
年
比
２
ケ
タ
伸
長
に

環
境
負
荷
低
減
に
寄
与
す
る
新
工
場
を
建
設

声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま

た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
心
が
高

ま
る
中
、
リ
ユ
ー
ス
可
能
な

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ク
ル
エ
ル
テ

ィ
フ
リ
ー
等
を
含
め
た
ブ
ラ

ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
、
ブ
ラ
ン

ド
の
世
界
感
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
」（
加
藤
社
長
）

　

同
社
で
は
今
後
、
販
路
の

さ
ら
な
る
拡
大
に
向
け
て
国

内
で
は
有
名
小
売
店
へ
の
導

入
を
目
指
す
。
ま
た
、
売
上

構
成
比
が
当
初
の
予
想
以
上

に
海
外
が
高
い
こ
と
か
ら
、

今
後
は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
販

路
を
拡
大
し
て
い
く
方
針
だ
。

　

「
海
外
の
薬
剤
師
チ
ー
ム

と
の
共
同
開
発
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
が
品
質
の
高
さ
や
安

心
感
と
い
う
こ
と
で
興
味
を

も
っ
て
い
た
だ
い
た
。
海
外

に
お
い
て
は
、
日
本
製
の
品

新技術で花粉バリア機能と
美肌効果の両立を実現

　

ジ
ェ
ー
ピ
ー
研
究
所
は
、
香
港
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
薬
剤
師
資
格
を
持
つ

チ
ー
ム
と
ス
キ
ン
ケ
ア
ブ
ラ
ン
ド
「
ｔ
ｒ
ｉ
ａ
ｇ
ｅ 

ｂ
ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｅ
（
ト
リ

ア
ー
ジ
ュ 

ボ
ー
テ
）」
を
共
同
開
発
し
、
美
肌
フ
ロ
ー
ラ
を
増
や
す
菌
活
美
容

法
に
着
目
し
た
「
フ
ロ
ー
ラ
キ
ュ
ア
」（
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
洗
顔
・
導
入
化
粧
水
・

オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
セ
ラ
ム
）
シ
リ
ー
ズ
の
３
品
を
昨
年
12
月
に
発
売
し
た
。

鴫 原 社 長

が
認
め
ら
れ
、
ス
キ
ン
ケ
ア

効
果
も
期
待
で
き
る
と
い
う
。

　

各
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
既

に
取
得
済
み
で
、
花
粉
の
付

着
防
止
と
同
時
に
肌
ト
ラ
ブ

ル
の
予
防
・
ケ
ア
が
期
待
で

き
る
美
容
液
や
ク
リ
ー
ム
の

開
発
を
進
め
て
い
く
。

　

自
社
開
発
機

能
を
持
ち
化
粧

品
Ｏ
Ｅ
Ｍ
事
業

を
展
開
す
る
サ

テ
ィ
ス
製
薬
は

こ
の
ほ
ど
、
植

物
性
多
糖
類
を

用
い
た
新
技
術

に
、
肌
へ
の
花

粉
・
Ｐ
Ｍ
２
・

５
の
付
着
防
止

と
肌
ト
ラ
ブ
ル

の
予
防
・
ケ
ア

を
両
立
す
る
機
能
を
確
認
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
肌
に
塗
布
す
る

こ
と
で
花
粉
の
付
着
を
防
ぐ

技
術
は
、
Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト
技
術

を
応
用
し
た
も
の
が
主
流

で
、
ス
キ
ン
ケ
ア
効
果
を
付

与
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た

が
、
新
技
術
に
花
粉
の
付
着

を
97
％
抑
制
す
る
機
能
を
確

認
し
た
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
技
術
を
搭

載
し
た
バ
ル
ク
で
は
、
角
質

水
分
量
、
水
分
蒸
散
量
、
キ

メ
の
改
善
に
関
す
る
有
効
性

ジェーピー研究所
菌
活
美
容
法
に
着
目
し
た
新
ス
キ
ン
ケ
ア

「
フ
ロ
ー
ラ
キ
ュ
ア
」シ
リ
ー
ズ
が
好
ス
タ
ー
ト

質
の
高
さ
に
加
え
て
安
心
・

安
全
と
い
う
と
こ
ろ
が
評
価

さ
れ
て
い
る
。
既
存
の
３
品

は
引
き
続
き
ブ
ラ
ン
ド
育
成

を
行
い
な
が
ら
、
今
秋
か
ら

来
春
に
か
け
て
導
入
美
容
液

３
品
、デ
イ
ケ
ア
ク
リ
ー
ム
、

ナ
イ
ト
ケ
ア
ク
リ
ー
ム
、
ヘ

ア
ケ
ア
の
新
製
品
を
順
次
発

売
し
て
い
く
予
定
だ
。
新
商

品
は
現
行
の
３
品
を
含
め
併

用
可
能
な
製
品
と
し
、
さ
ら

に
進
化
し
た
内
容
で
相
乗
効

果
が
期
待
で
き
る
ア
イ
テ
ム

を
導
入
し
て
い
く
。今
後
も
、

ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ

る
『
結
果
を
出
す
』『
低
刺

激
』『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
を
基
本

と
し
、
市
場
に
合
っ
た
製
品

開
発
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
た
い
」（
加
藤
社
長
）

花粉の付着を抑制！

スギ花粉の付着を97％防止
バリアフィルムで肌を保護する新技術を開発

花粉・PM2.5などをブロック

サ
テ
ィ
ス
製
薬


